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別 紙

調査研究内容

〔内容〕 南相馬市立総合病院は病床再編計画により300床 の病床 とな りま した。その

中には、令和 2年度に完成する回復期 リハ ビリテーション病棟 50床 、令和 3年度に完成

する緩和ケア病棟 20床 があ ります。

そこで、同 じ県内で回復期 リハ ビリテーシ ョン病棟 を持つ三春町立三春病院 と緩和ケ

ア病棟を持つ坪井病院を視察 しました。

町立三春病院は平成 19年 に県から移譲を受け、三春町が設置 し、郡山の財団法人星総

合病院が指定管理者 となっている病院で、 86床 の病床の うち 40床 が回復期 リハ ビリ

テーシ ョン病棟です。

回復期 リハ ビリテーシ ョン病棟の特徴 として、廊下の幅やベ ッドの間隔が広 く、車いす

用 トイ レは 4つ あ ります。杖や歩行器、手す り、手洗い場などいたるところに配慮がされ

ています。入院患者は朝か ら私服に着替えて、 1日 3時間の リハ ビリを行い、食事 も自室

ではなく共有スペースであるデイルームまで自分で来て食べます。

昨年 12月 の病床稼働率は一般 60.6%、 回復期 リハ ビリテーション病棟 95.3%で 全体

で 76%。 近隣の急性期病院に対 して、定期的に空床案内をし、急性期からスムーズに回

復期に転院 してもらえるよう営業活動を積極的に行 うことで、三春町からだけではなく、

郡山市、二本松市、田村市などか らも入院患者が来ているとのことで した。

急性期の病棟が隣にあるのですが、静まり返つた急性期 と、人の往来が多くあり賑やか

な回復期 リハ ビリテーション病棟 との雰囲気の差が印象的で した。

次に、坪井病院の緩和ケア病棟を視察 しま した。郡山市内には、坪井病院の 18床 の他

に星総合病院の 20床 と38床 の緩和ケア病棟があ りますが、坪井病院は 1990年 か ら福

島県内初の緩和ケア病棟を開設 し、治療 と緩和医療で地域がん診療連携拠点病院の指定

を受 けています。

坪井病院では、緩和ケア専門医、緩和ケア認定看護師、各病棟看護師、薬剤師、ソーシャ

ルワーカー、作業療法士、管理栄養士、事務担当で緩和ケアチームを組み診察にあたつて

います。個室が 8部屋、多床室が 3部屋で 8床 の合計 16床 が稼働 していますが、40年

以上前に建設 された病院のため各部屋に浴室や トイ レが設置 されてお らず、お風呂に入

れるなら入院 したい とい う方 も多いことか ら重要なのではないか とのことで した。

ペ ッ トを連れてくることも可能で、 24時 間面会可能 となっています。 さらに、病院ス

タッフによるアロマテラピー、メイク、自分史製作などの講師 として、入院患者にとつて

月 日 令和 2年 2月 7日 (金 )

旅行先 福島県三春町 (町立三春病院 )、 福島県郡山市 (坪井病院 )

調査研 究事項 回復期 リハ ビリテーション病棟及び院内緩和ケア病棟について

豊かな余生 となるよ うな工夫がな され ていま した。



2病院 ともに大変参考になる話を伺 うことができ、本市にこれか ら 2種 の病床が設置

されるにあた り、一般質問などの機会を捉えて提言 していきたい と思います。
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回復期リハビリテーシヨン病棟ってなに?
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脳血管疾患や骨折等を発症した場合、急性期の病院において必要な検査・

治療を受けます。

この時期に集中的にリハビリテーションを行うことで、

考えられています。

当院では医師 。看護師 。理学療法士
。作業療法士・言語聴覚士などがチーム

で病状の段階に応じ、必要なリハビリテ
ニションを実施 します。

効果が期待されると

退院後もご自宅で安心した生活ができるよう、入院中から

サービス◆訪問看護サービスなど)への橋渡しや実際の利用調整を行い、
地域の資源 (デイ

連携を図つていきます。
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■ 三春病院と星総合病院の安心連携

(三春病院は星総合病院が運営しています)

～ 3つの安心～
1・ 情報が
=レ

ーく体やる策心
・星総合病院入院中に三春病院スタッフが訪問します。

・電子カルテで情報が共有できるシステムになっています。

・万が一患者さんの状態が悪化されても、星総合病院への迅速な転院が可能です。必要な検

査・治療を受けた後に、再入院することもできます。

・退院に向けて相談にのってくれる担当者 (医療ソーシャルワーカー)がいます。

■対象となる患者さん

2

3

対 象 と な る 疾 患 発症から転院までの日数(上限)

脳血管疾患 (高次脳機能障害を含む)、 脊髄損傷等 2ヶ月以内

大腿骨、骨盤、股関節などの骨折等 2ヶ月以内

外科手術および肺炎等治療後の安静による廃用症候群 2ヶ月以内

大腿骨、股関節等の神経、筋又は靭帯損傷 lヶ月以内

入院中の一日の生活

○ 06:00
起床・更衣・ 口腔ケ

ア
行為に介助が必要な方はお手伝いします。

07:30   コ]」負 食事はデイルームにて提供いたします。

09:00

日常生活動作や歩行の自立などの目標に合わせて言1練室や

リハビリテーション 病棟でリハビリを行います。 (患者さんの状態により時間数は
異なります )

12:00 昼食・口腔ケア

13:00   リハヒゞり:テー 3/ョ じ/
患者さん個々のスケジュールに合わせて訓練室や病棟でリハ

ビリを行います (患者さんの状態により時間数は異なります)。

1300 夕食
食事の後は消灯まではフリータイムです。

ご自由にお過ごしください。

19:00
訓練 。更衣 。日腔ケ

ア

21:00   消灯

○

○



回復期リハビリテーション病棟スタッフ

患者さんの診察を行い、入院中に達成できる目標を立てます。日標をもとにスタッフにリ

ハピリテーションの指示を出しまt
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日常生活動作、特に r立つJ「歩く」なくの■本的な身体機能の回復をお手伝
いします。

日常生活動作・家事動作の獲得tまた、職薬能力の開発をお手伝いいたします。

発語ヨ1練や食べ物の飲み込みの回復をお手伝いいたします。

必要に応じて、嬰薬や食事ヤ1関 して相談をお受けします。

在宅療養・リハビリテーシヨン・退院後の生活に関すること等:様々な相談をお受けします。

1入院から退院までの流れ

入院

入院時面接

リハビリテーション

の開始

家族カンファレンス

病院・病棟のオリエンテーションを行います

5粟異籠霧ftta亀櫂綱 立臨を決定します。
長慎こ偲
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患者さんの状況に合わせたリハビリテーシヨンを行います。

ご希望に応じて、担当スタッフがご自宅を訪問し生活環境の確認を行 う
こと

もあります。訪問時は、ご家族さんより様々な情報を頂きます。

リハビリの進捗状況・回復の見通しについて話し合いを行います。

退院の目安や必要なサービス、介護保険の必要性について検討します。

キーパーソンとなられる方の参加をお願い致します。

ご自宅での生活を体験し、どの程度の動作ができるかをご本人
。ご家族の方

にご確認頂きます。その際の問題点をお伺いし、リハビリプ
ログラムを調整

致します。

退院後在宅での訓練が継続できるよう、リハヒ
゛
リテーション方法についてお話し

させて頂きます。ご家族の方のささえが何よりも大切です。

外泊訓練

退院 。在宅生活
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菫郡山市

〒963-7752  福島県田村郡三蕎町字六升蒔50番地
電話 0247-62-31 31    FA×  0247-62-1128

ホームヘ一゚)・  htLp://ⅦvA″:hoshipital.orjp   メールアドレスmiharu@hoshipital.onip
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